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	 現代の参道空間は、境内の空間だけでなく、境外である都市も包含した空間になっている。そのため、

都市デザイン・景観デザインでは、寺社などの歴史的空間と都市側の現代空間の間で、うまく対立と調和

を図っていくことが求められる。また、近年では、人やモノなどの位置情報に関わるデータ群が創出され

ており、さまざまな分野での活用事例が増えてきている。こうした位置情報を含む空間データから、都市

をデザインする上で重要な要素を抽出することができる。本研究では、ソーシャルメディアに投稿された

位置情報に関わるデータ群を収集・活用し、データマイニングや空間分析を行い、都市側から寺社へ至る

ネットワーク空間の変遷や構成を把握する。 
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１．はじめに 
	

	 わが国において、寺社は歴史的に重要な役割を担って

きた。とくに、中世では、政治・宗教などの核として存

在し、都市空間を形成してきた。奈良では、古都の繁栄

期に建立された多数の寺社が中世以降入っても存続し、

寺社の機能によって再生・発展にした都市空間が形成さ

れた。明治以降も現代に至るまで、廃仏棄釈などのさま

ざまな時代的影響を受けており、寺社に関わる参道空間

もまたこうした影響を受けてきた。このような背景をも

とに、参道空間は、寺域や神域だけではなく、都市側に

も存在するようになってきた。このような参道空間では、

多種多様な構成がなされており、都市部から境内へ向か

う「外から内への景観」、境内から都市部へ向かう「内

から外への景観」、さらには、境内における建物間や自

然など相互関係の「内から内への景観」などのさまざま

な景観体験を得ることができる。	

 一方、「国土のグランドデザイン2050」において、人
やモノに関する「位置情報」を積極的に活用していくこ

とが打ち出されている。近年では、スマートデバイスの

発展に伴うソーシャルメディアの利用拡大と空間情報技

術の進歩によって、位置情報に関わるデータ群が創出さ

れ、注目を浴びている。「位置情報」から、いつ・どこ

で・人々がどのような行動をしているのか、「時間」・

「空間」・「人間」に関連する膨大な情報が把握するこ

とができる。これらに関わる情報は、景観デザインに欠

かせないものであり、都市をデザインする上でも重要で

ある。	

	

２．研究の目的と方法 

	

	 寺社は、古くから人々に親しまれ、都市空間において

重要な歴史的資源として位置付けられている。寺社の大

半には参詣するための道、参道空間が形成されている。

参道空間は、境内にある道、参道のみを参道空間として

捉えることが多い。しかし、過去においても、参道付近

に参詣者を相手にする宿坊や商工業が集積していた。と

くに、有力な寺社では、御師が布教のために、人々に神

札を配ることにより寺社への案内と宿坊の経営を兼ねて

いた。このように参詣客だけでなく、参道空間には寺社

に間接的に関係する人々も多数存在した。現代において

も、寺社への参詣だけを目的に参詣する人々は少なく、

寺社以外の観光資源も巡る人々がほとんどである。そこ

で、境内だけでなく境外の空間も考慮する必要があるこ

とから、本研究では、まず、参道空間を境外である都市

から寺社へ至るすべての道を取り扱うこととする。そこ



	

で、本研究では、空間情報を活用することで、寺社に関

わるネットワークに着目した空間構成を明らかにするこ

とを目的としている。	

	 本研究では、史料などから得られる往時の空間データ

を整理している。参道空間の変遷を捉えるために、地理

空間情報システム（GIS：Geospatial Information System）を
用い、現代空間上に過去の情報を定位し、空間の変遷を

読み解く。次に、ネットワーク空間に着目した圏域分析

を行うことで、時代ごとの参道空間を把握している。さ

らに、位置情報に関わるデータから得られる人々が発信

する位置情報を活用し、現代の参道空間のネットワーク

空間上で分析を行ってる。これらの結果をもとに寺社に

関わるネットワーク空間の構成を明らかにしている。 
	

３．対象地域 

 

	 寺社は日本各地に点在し、どの範囲を参道と呼ぶかは

地域によって異なる。本研究では、単に寺社の境内を参

道空間とするのではなく、境外である都市から寺社へ至

る道を参道空間と定義づけていることから、寺社側だけ

でなく、境外である都市側にも着目する必要がある。そ

のことから参道から都市へ広がる空間や参道付近に形成

された門前町にも着目し、寺社の選定を行っている。さ

らに、往時の参道空間を捉えるにあたっては史料を読み

解くことが重要である。そこで、絵図・名所案内記の発

行されている地域に絞った。結果、奈良市に着目するこ

とにした。奈良市には、東大寺、興福寺、春日大社や歴

史的町家など歴史的空間と現代都市空間が混在しており、

大社寺のほかにも、古くからある名所が点在している。

観光客は、「各寺社」や「ならまち」などさまざまなエ

リアを訪れている。そこで、東大寺、興福寺、春日大社

のそれぞれに参道空間が形成されていると考え、これら

を包含する全域を対象とした（図−1）。	

 
図−1	 奈良町	

	 また、この界隈のことを江戸期では、「奈良町」と呼

ばれる一方、現代では、元興寺の旧境内地域がとくに、

「ならまち」と呼ばれている。本研究では、「奈良町」

を「ならまち」も含む古くからの市街地全域とし、「な

らまち」を元興寺の旧境内地域と区別して記述している。

以降では、「奈良町」の範囲を対象地域とし、ネットワ

ークに着目した分析を行っている。	

	

４．データベースの構築 

 

(1) 旧版地形図・絵図 

	 往時の参道空間を把握するにあたって、利用されてい

た道を特定していくことが重要であり、長期にわたる変

化を整理する必要がある。そこで、本研究では、寺社が

隆盛した時期である江戸期からの絵図・地形図を用いる

ことにした（表-1）。これらの地形図から、名所と参道

空間のネットワーク空間の構築を行った（図-2）	

	

表-1	絵図・旧版地形図一覧	

編年 名称（縮尺） 年代 

江戸期 奈良町絵図 江戸中期 

明治中期 仮製地形図（1/20000） 明治22年(1889) 

明治後期 正式図（1/20000地形図） 明治40年(1907) 

昭和初期 正式図（1/25000地形図） 昭和 4年(1929) 

高度成長期 正式図（1/25000地形図） 昭和47年(1972) 

	

	

	

図-2	 参道のネットワーク空間	
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を構築した（表-2）.取得期間は2016年2月1日から2016
年 7月 30日に設定し、ツイート情報を取得した。続い
て、ツイート位置をGIS上にプロットした（図-3）。 
	 「駅前広場」、「各寺社の参道」、「商店街」の付近

で、多くツイートされていることが確認できる。通りで

は、「三条通り」、「大宮通り」に集積していることが

確認できる。ほかにも、「ならまち」、「きたまち」付

近でもツイートが発信されており、各名所のみに集積す

ることなく、散らばって点在している。このことから

人々は、寺社だけを訪れるだけでなく、さまざまな場所

を巡っていることがわかる。 
 

	

図-3	 ツイート位置	

 

５． 分析 

 

(1) 把握 

	 現代における参道空間は，さまざまな場所を巡り，観

光しながら寺社へと至る道すべてが参道空間となってい

る．そこで把握を行うために，道路ネットワークと寺

社，ならびに名所に着目し，ネットワークを用いた圏域

分析を行っている．対象となる名所は，絵図・名所案内

記，観光ガイドブックを活用し，記述されている名所を

各時代毎に整理し，GIS上でプロットした．次に，名所

や観光スポットを巡るルートを推定する．しかし，絵

図・名所案内記には，巡るルートが記述された史料は数

少ない．そのため，名所付近の道路ネットワークは必ず

利用されると考えられるため，最短距離を算出し，史料

から往時のルートの推定を行った．さらに，名所付近に

は参道空間が形成されるため，各名所毎に到達圏の設定

を行い，各時代に参道が位置したであろう圏域を抽出し

た（図-4）．	

	
図−4	 参道空間の変遷	

	

	 江戸期では，寺社付近のみに参道空間が存在していた．

時代が進むにつれ，参道空間が寺社から境外である都市

側へと拡大しているのがわかる．したがって、現代の参

道空間では境内の参道だけでなく、境外の都市側にも着

目していく必要がある。それらの空間から道路ネットワ

ークを抽出し，現代都市空間における参道空間を把握し

た．その結果，現代の参道空間は，市街地まで拡大し寺

社に至るまで多様なルートが形成されており，回遊性の

高さが確認できた．	

	 さらに、参道空間内で、寺域や神域を考慮することで

従来の参道空間と都市側の参道空間で異なった参道空間

を抽出することができる。そこで、東大寺、興福寺、春

日大社の寺域・神域から、都市側で形成されている参道

空間の把握を行った（図-5）。	

	

 
図-5 都市側の参道空間	
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	 都市側の参道空間の範囲は、「駅」「きたまち」、

「ならまち」、「高畑」で構成されている。「ならま

ち」、「高畑」は以前では、興福寺の寺域に属していた

が、寺域側から都市側の参道空間へと変わっている。	

 

(2) ソーシャルメディアを活用した分析 

	 参道空間において，人々が実際どう巡っているか重要

である．そこで，場所と場所の移動を考慮するうえで，

ネットワーク空間上での分析を行う必要がある．そこで，

東京大学空間情報科学研究センターにより開発されたネ

ットワーク空間解析ツール SANET を用いる。さらに、

人々が発信する位置は重要であり、どこのルートを。	

ネットワーク空間上でツイートされやすいのかを把握す

るために、ツイート位置に関するネットワーク密度推定

を行った（図-6）．	

	

図-6	 ツイート位置に関する密度推定	

	

	 	 「駅前広場」，「各寺社の参道」や「猿沢池周辺」

のネットワーク空間の密度が高い値を示している．ほか

にも「ならまち」や「商店街」のネットワーク空間も利

用していることが確認できる．	

これらから，人々によって利用されている重要なネット

ワーク空間を抽出することができた．	

	 さらにくわえ、こうした重要なネットワーク空間を踏

まえつつ、ユーザがどのルートを選択し、寺社に至る道

を捉えなければならない。そこで、ツイートを各ユーザ

ごとに分類し、ユーザの発信位置を元に時刻情報と関連

して追うことで、実際、各ユーザがどのルートを選択し、

寺社に至ったのかを推定することができる。そこで、時

刻情報と発信位置から各ユーザごとのルート推定を行っ

た(図-7)。結果から、JR奈良駅や近鉄奈良駅を起点とし、

経路を選択し、各寺社へ向かうルートが多く確認した。

通りで選択されたのは、三条通り、大宮通りが高く、続

いて、猿沢線など確認できる。	

	

 

図-7 各ユーザごとのルート推定	

 

６. おわりに 

 本研究では，参道空間の変遷から現代の参道空間を明

らかにし，ソーシャルメディアから人々の行動が把握す

ることができ,重要なネットワーク空間を抽出した．さ

らに、ユーザごとの位置情報データを活用し、ルートの

推定を行うことができた。今後はさらに，過去と現代の

分析を進める。具体的には、過去と現代でのネットワー

ク空間の新たな分析を進め，Twitter だけでなくほかの

ソーシャルメディアも統合的に活用し，分析精度の向上

を目指す．	
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